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以下のうち１問を選択して解答すること。解答用紙に、選択した問題の番号を記入すること。 

 

[1］有休（年次有給休暇）に関する以下の新聞記事を参考にして、①～③の設問に答えなさい 

①有休取得率、有休取得日数、及び有休の取得頻度に着目して、ヨーロッパ、アメリカ、日本それぞれにおける有休休暇の利用

の特徴を簡潔に述べなさい。 

②ヨーロッパやアメリカでも、仕事の都合がつかないときや緊急事態は発生すると考えられる。にもかかわらず、実際の有休取

得率は日本ほど低くない。このことをふまえ、日本の働き方の特徴を考察しなさい。 

③設問①・②をふまえ、今後の日本におけるあるべき有休の姿について、あなた自身の見解を自由に論じなさい。 

 

米旅行予約サイト大手のエクスペディアは、世界１１カ国・地域の有給休暇に関する調査を発表した。2023 年の日本の有休取

得率は 63%にとどまり、4 年ぶりに最下位となった。ただ、休み不足だと感じている人の割合は低かった。 

 調査は３月２６日～４月３日に、世界１１カ国・地域で働いている１万１５８０人を対象にイン

ターネットで実施した。定められた有休に対し、どれだけ取得したかを有休取得率とした。日本の

次に取得率が低いニュージーランドでも８６％で、日本の低さが目立った。 

 日本の有休取得日数は平均１２日だった。最も多いのはフランスで２９日。香港（２８日）、ドイ

ツ（２７日）、英国（２５日）が続いた。香港では取得日数が支給日数（２６日）を超えていた。米

国は１１日だが、支給日数が１２日のため取得率は高かった。 

 日本で有休を取得しない理由について聞くと、「人手不足など仕事の都合上難しいため」が３２％

で最多だった。「緊急時に取っておくため」（３１％）、「忙しすぎて、休暇の計画を立てたり、行く

暇がなかったため」（２０％）が続いた。 

［中略］ 

有休を取得する頻度について日本は３２％が「毎月取得している」と答え、こちらも世界で最高

だった。エクスペディアは「休暇を定期的に短期間取ることで、休み不足を感じていないのかもし

れない」と推測している。 

日本は他国と比べ、祝日が多いことも影響していそうだ。日本の祝日数は年１６日で、日本貿易

振興機構（ジェトロ）によると、主要７カ国（Ｇ７）の中で最も多い。業務量の多さや職場の雰囲

気を理由に、有休を取らずとも祝日に休めばよいと考える人が多そうだ。 

［後略］ 

――井上みなみ「有給取得率 63％ 日本が最下位」日経ＭＪ2024 年 7 月 1 日 7 面 

 

［2］以下の文章から理解したことを、具体例を挙げて説明しなさい。また、著者の中心的主張について、自分の考えを述べなさ

い。 

現代国家の理想モデルは、言語・文化・政治の境界と、対外的ならびに対内的な境界が重なっていることである。その場合には

あらゆる市民が同じ言語変種を話し、その言語が国家語と呼ばれる。そしてこの共通言語変種は、帰属を示す重要な指標として受

け止められることになるかもしれない。国家はこの言語を話す人間の共同体によって構成されている、というように。 

 しかし 19 世紀のはじめに練りあげられたこのような国家モデルは純粋に理論的なものであって、言うなれば神話的である。政

治・言語・文化の境界は同一ではありえず、いかなる人間集団のなかにも領土のなかにも、たとえば非常に古い時代の移民（しば

しば、後に支配言語となる言語話者の到着よりも早い）や、近年の住み移りの結果という形で、つねに他の言語変種の話者が存在

する。単一言語を自己標榜していたとしても、あらゆる国家は多言語である。  

――欧州評議会言語政策局著『言語の多様性から複言語教育へ』山本冴里訳、p. 23 

 

 

 

 

 

著作権の関係により掲載ができません。なお、出典情報は以下の通りです。     

【出展情報】 

出 典：『日本経済新聞社』より「有休取得率 63% 日本が最下位」（2024年 7月 1日 p 7） 

出版社：日本経済新聞社 

著作者：日本経済新聞社 

 

著作権の関係により掲載ができません。なお、出典情報は以下の通りです。     

【出展情報】 

出 典：『言語の多様性から複言語教育へ』（p 23） 

出版社：くろしお出版 

著作者：欧州評議会言語政策局（山本冴里訳） 

 



――――――――――――――――＜これは問題用紙です。ここには解答しないでください＞―――――――――――――――― 
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下 

――――――――――――――――――――＜ここから下には解答しないでください＞――――――――――――――――――― 
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以下の文章は、Samuel Bowles, Herbert Gintis共著の著書、A Cooperative Species (Princeton University Press, 2011年刊)の第

1章の冒頭部分からの 3カ所の抜粋である（一部を改変してある）。 

次の[I], [II], [III]の英文を、この順番に全文を和訳せよ。 

ただし、*を付した単語とフレーズ については、以下の通りに訳すこと： 

[I] *proliferate 拡散する  *proximate 近接的な 

[II] *prosaic 平凡な  *fitness 適応度  *altruism 利他性 

[III] *Free-riders ただ乗りする人たち  *elicit 引き出す  *altruistic 利他的な 

 

[I]  In the pages that follow we advance two propositions.  

First, people cooperate not only for self-interested reasons but also because they are genuinely concerned about the 

well-being of others, try to uphold social norms, and value behaving ethically for its own sake. People punish those who 

exploit the cooperative behavior of others for the same reasons. Contributing to the success of a joint project for the benefit of 

one’s group, even at a personal cost, evokes feelings of satisfaction, pride, even elation. Failing to do so is often a source of 

shame or guilt.  

Second, we came to have these “moral sentiments” because our ancestors lived in environments, both natural and socially 

constructed, in which groups of individuals who were predisposed to cooperate and uphold ethical norms tended to survive 

and expand relative to other groups, thereby allowing these prosocial motivations to *proliferate.  

The first proposition concerns *proximate motivations for prosocial behavior, the second addresses the distant evolutionary 

origins and ongoing perpetuation of these cooperative dispositions.  

 

[II]  In the pages that follow we will examine the cultural, biological and other processes that explain how humans became 

this exceptionally cooperative species.  

By cooperation we mean engaging with others in a mutually beneficial activity. Examples include the joint pursuit of political 

and military objectives as well as the more *prosaic foundations of everyday life: collaboration among employees in a firm, 

exchanges between buyers and sellers, and the maintenance of local amenities among neighbors.  

Cooperative behavior may confer benefits net of costs on the individual cooperator, and thus could be motivated entirely by 

self-interest. Market exchange is an example. In this case, cooperation is a form of mutualism, namely an activity that 

confers net benefits both on the actor and on others. But cooperation may also impose net costs upon individuals in the sense 

that not cooperating would increase their *fitness or other material payoffs. In this case cooperative behavior constitutes a 

form of *altruism.  

 

[III]  The simplest explanation of cooperation, one that is supported by extensive experimental and other evidence, is that 

people gain pleasure from or feel morally obligated to cooperate with like-minded people. People also enjoy punishing those 

who exploit the cooperation of others, or feel morally obligated to do so. *Free-riders frequently feel guilty, and if they are 

sanctioned by others, they may feel ashamed. We term these feelings social preferences. Social preferences include a concern, 

positive or negative, for the well-being of others, as well as a desire to uphold ethical norms.  

In many human groups, these motives are sufficiently common to sustain social norms that support contributions to projects 

of common benefit, even when cooperators bear costs in order to benefit others. The forms of cooperation and the behaviors 

that *elicit punishment by peers differ from society to society, but the critical role of social preferences in sustaining 

*altruistic cooperation is ubiquitous.  

 

以上。 

この問題は、著作権の関係により掲載ができません。なお、出典情報は以下の通りです。     

【出展情報】 

出 典：『A Cooperative Species: Human Reciprocity and Its Evolution』（p 1～3） 

出版社：Princeton University Press 

著作者：Samual Bowles & Herbert Gintis 


